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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

 

回次
第22期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第21期

会計期間

自　平成20年
　　４月１日
至　平成20年
　　６月30日

自　平成19年
　　４月１日
至　平成20年
　　３月31日

売上高 (千円) 2,259,50010,021,006

経常利益又は
経常損失(△)

(千円) 63,594 △26,792

四半期純利益又は
当期純損失(△)

(千円) 60,910 △90,248

純資産額 (千円) 662,930 603,482

総資産額 (千円) 2,930,2113,058,625

１株当たり純資産額 (円) 11,865.2010,755.64

１株当たり四半期
純利益又は
当期純損失(△)

(円) 1,109.56△1,646.87

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ― ―

自己資本比率 (％) 22.2 19.3

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △104,882 49,018

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △14,174 49,085

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 595 114,805

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 939,1021,057,563

従業員数 (名) 423 415

(注) １　売上高には、消費税等は含まれておりません。

(注) ２　従業員数は就業人員であり、関係会社等への出向社員は除いております。

(注) ３　第21期連結会計年度の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、１株当たり当期純損失が計上

されているため記載しておりません。

(注) ４　第22期第１四半期連結累計(会計)期間の潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜

在株式が存在しないため記載しておりません。

 

EDINET提出書類

株式会社ぱど(E05175)

四半期報告書

 2/25



２ 【事業の内容】

当第１四半期連結会計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれてい

る事業の内容に重要な変更はありません。

また主要な関係会社についても異動はありません。

 

３ 【関係会社の状況】

当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社における状況

平成20年６月30日現在

従業員数(名)
423
(244)

(注) １　従業員数は就業人員であり、関係会社等への出向社員は除いております。

(注) ２　従業員数の(外書)は、臨時従業員(嘱託及びパートタイマー)の当第１四半期連結会計期間の平均雇用人

員であります。

 

(2) 提出会社の状況

平成20年６月30日現在

従業員数(名)
364
(151)

(注) １　従業員数は就業人員であり、関係会社等への出向社員は除いております。

(注) ２　従業員数の(外書)は、臨時従業員(嘱託及びパートタイマー)の当第１四半期会計期間の平均雇用人員で

あります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績
 

区分 金額(千円)

メディア事業  

　広告(掲載) 95,123

　折込広告 ―

　FC 7,153

　その他 5,315

メディア事業計 107,592

その他の事業 ―

合計 107,592

(注) 金額は製造原価によっており、消費税等は含まれておりません。

 

(2) 仕入実績
 

区分 金額(千円)

メディア事業  

　広告(掲載) 839,723

　折込広告 118,339

　FC 62,635

　その他 107,434

メディア事業計 1,128,133

その他の事業 15,536

合計 1,143,669

(注)　金額は仕入価額によっており、消費税等は含まれておりません。

 

(3) 受注実績

当社の事業は、受注確定から売上日まで期間は最短３日から１ヵ月程度であります。よって第１

四半期連結会計期間末日現在の受注残高は、第１四半期連結累計期間の売上高に比して僅少である

ため、その記載を省略しています。
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(4) 販売実績
 

区分 金額(千円)

メディア事業  

　広告(掲載) 1,751,524

　折込広告 211,653

　FC 117,688

　その他 162,845

メディア事業計 2,243,711

その他の事業 15,789

合計 2,259,500

(注)　金額には、消費税等は含まれておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当社は、当第１四半期連結会計期間において、下記の業務提携・フランチャイズ契約を更新してお

ります。

契約の内容は、「特定地域での、無料宅配情報誌「ぱど」の出版・配布及び情報誌並びに配布シス

テム等から派生する各種事業に関するノウハウ等の優先的使用」であります。

「優先的使用」とは、当社が当該特定地域において、優先的使用権を与えた契約先以外の第三者に

ノウハウ等の使用を許諾しようとする場合は、事前に契約先に通知し、相手方の書面による許諾を必

要とすることをいいます。

 

契約先 契約地域 版名 契約日 契約期間

アウトドゥ㈱ 千葉県松戸市、柏市、流山市 千葉西版 平成14年６月１日
契約日から３ヵ年間
(自動更新)
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３ 【財政状態及び経営成績の分析】

(1) 経営成績の分析

当第１四半期における日本経済は、原油および原材料価格の高騰が企業収益および家計を圧迫

し、また米国の景気後退懸念などにより、先行きの不透明感が一層強まる状況となりました。

このような経営環境の中、当社は業績の回復を第一と考え、前年度に引き続き適正原価の実現、業

務の効率化などの施策を実施し、収益の確保に努めてまいりました。同時に、インターネットメディ

アの再構築および紙メディアとインターネットメディアのさらなる連動を実現するための仕組み

づくりを進めてまいりました。

紙メディアの新たな展開について振り返りますと、平成20年４月に、浜松地域において展開して

いた「ぱどタウンマガジン」浜松版をリニューアルし、より地域性を強く打ち出した新媒体

「We:la HAMAMATSU」を創刊いたしました。同じく４月には、『安心・頼れるかかりつけ医をみつけ

よう』をコンセプトに、平成18年10月から発行地域を拡大している地域医療機関の情報誌「ご近所

ドクターBOOK」(年刊誌)を中央線・西武新宿線沿線において創刊いたしました。

これらの事業展開を行った結果、当第１四半期における連結の売上高は、2,259,500千円となりま

した。利益面におきましては、営業利益65,951千円、経常利益63,594千円、四半期純利益60,910千円

となり、第１四半期としては３期ぶりの黒字回復を果たしました。

なお、当第１四半期末における、当社の主要発行媒体である「ぱど」の発行地域は、自社直営で97

地域(5,373千部)、当社フランチャイジーによる発行を含めると、全国で187地域(10,204千部)とな

りました。

 

(2) 財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ128,413千円減少し、

2,930,211千円となりました。増加の主な内訳は、前払費用が16,656千円増加したものであり、減少

の主な内訳は現金及び預金が116,960千円、受取手形及び売掛金が23,825千円それぞれ減少したも

のであります。

当第１四半期連結会計期間末の負債合計は、前連結会計年度末に比べ187,861千円減少し、

2,267,281千円となりました。増加の主な内訳は預り金が28,260千円増加したものであり、減少の主

な内訳は支払手形及び買掛金が133,148千円、未払費用が68,904千円それぞれ減少したものであり

ます。

当第１四半期末の純資産合計は、前連結会計年度末に比べ59,447千円増加し、662,930千円となり

ました。これは、主に利益剰余金が60,910千円増加したものであります。

 

(3) キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結累計期間における現金及び現金同等物(以下、「資金」という。)は、営業活動と

投資活動による資金の減少が財務活動による資金の増加を上回ったため、前連結会計年度と比べ

118,460千円減少し、当第１四半期連結会計期間末には、939,102千円となりました。

当第１四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は下記のとお

りであります。

①　営業活動によるキャッシュ・フロー

　営業活動の結果減少した資金は104,882千円となりました。

　資金増加の主な内訳は、税金等調整前四半期純利益60,783千円であり、資金減少の主な内訳は、

仕入債務の減少額133,148千円及び未払費用の減少額68,904千円であります。

②　投資活動によるキャッシュ・フロー

　投資活動の結果減少した資金は14,174千円であります。

　これは、主に無形固定資産の取得による支出11,855千円によるものであります。

③　財務活動によるキャッシュ・フロー

　財務活動の結果増加した資金は595千円となりました。

　資金増加の主な内訳は、短期借入金の純増額5,000千円であり、資金減少の主な内訳は、長期借入

金の返済による支出4,248千円であります。

EDINET提出書類

株式会社ぱど(E05175)

四半期報告書

 6/25



 

EDINET提出書類

株式会社ぱど(E05175)

四半期報告書

 7/25



第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画中であった重要な設備の新設、除

却等について、重要な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。

また、当第１四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありませ

ん。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 144,000

計 144,000

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成20年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成20年８月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 54,896 54,896

大阪証券取引所
(ニッポン・ニュー
・マーケット－「ヘ
ラクレス」)

完全議決権株式であり、権利
内容に何ら限定のない当社
における標準となる株式

計 54,896 54,896 ― ―

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成20年６月30日 ― 54,896 ― 526,535 ― 311,033

 

(5) 【大株主の状況】

当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。
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(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、実質株主が把握できず、記載するこ

とができませんので、直前の基準日である平成20年３月31日の株主名簿により記載しております。

① 【発行済株式】

平成20年３月31日現
在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 54,896 54,896 ―

単元未満株式 ― ― ―

発行済株式総数 54,896 ― ―

総株主の議決権 ― 54,896 ―

(注)　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が23株(議決権23個)が含ま

れております。

 

② 【自己株式等】

平成20年３月31日現
在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

― ― ― ― ― ―

計 ― ― ― ― ―

 

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

 

月別
平成20年
４月

 
５月

 
６月

最高(円) 26,20028,00027,500

最低(円) 19,30021,00024,120

(注)　最高・最低株価は、㈱大阪証券取引所におけるものであります。

 

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平

成19年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結累計期間(平成20年

４月１日から平成20年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表について、あずさ監査法人により四

半期レビューを受けております。
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１　【四半期連結財務諸表】
　(1)【四半期連結貸借対照表】　

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 949,608 1,066,568

受取手形及び売掛金 1,060,075 1,083,901

有価証券 217,264 217,037

仕掛品 10,449 11,677

その他 97,089 86,627

貸倒引当金 △21,867 △22,325

流動資産合計 2,312,619 2,443,487

固定資産

有形固定資産 ※１
 70,999

※１
 68,758

無形固定資産 156,460 149,174

投資その他の資産 ※２
 390,132

※２
 397,204

固定資産合計 617,591 615,137

資産合計 2,930,211 3,058,625

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,389,779 1,522,927

短期借入金 476,537 475,785

未払法人税等 4,372 21,900

その他 386,975 428,581

流動負債合計 2,257,664 2,449,194

固定負債

負ののれん ※３
 4,390

※３
 4,628

その他 5,226 1,320

固定負債合計 9,617 5,948

負債合計 2,267,281 2,455,143

純資産の部

株主資本

資本金 526,535 526,535

資本剰余金 311,033 311,033

利益剰余金 △188,196 △249,107

株主資本合計 649,372 588,461

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 1,980 1,980

評価・換算差額等合計 1,980 1,980

少数株主持分 11,577 13,040

純資産合計 662,930 603,482

負債純資産合計 2,930,211 3,058,625
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　(2)【四半期連結損益計算書】
　　【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
 至 平成20年６月30日)

売上高 2,259,500

売上原価 1,250,315

売上総利益 1,009,185

販売費及び一般管理費 ※
 943,233

営業利益 65,951

営業外収益

受取利息 285

受取配当金 242

負ののれん償却額 238

受取手数料 215

違約金収入 961

その他 355

営業外収益合計 2,299

営業外費用

支払利息 1,694

持分法による投資損失 2,960

営業外費用合計 4,655

経常利益 63,594

特別損失

投資有価証券評価損 2,811

税金等調整前四半期純利益 60,783

法人税、住民税及び事業税 1,360

法人税等調整額 △24

法人税等合計 1,336

少数株主損失（△） △1,462

四半期純利益 60,910
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　(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
 至 平成20年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 60,783

減価償却費及びその他の償却費 15,696

負ののれん償却額 △238

持分法による投資損益（△は益） 2,960

投資有価証券評価損益（△は益） 2,811

貸倒引当金の増減額（△は減少） 6,094

受取利息及び受取配当金 △527

支払利息 1,694

売上債権の増減額（△は増加） 19,769

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,119

仕入債務の増減額（△は減少） △133,148

未払費用の増減額（△は減少） △68,904

その他の流動資産の増減額（△は増加） △10,398

未払消費税等の増減額（△は減少） 9,250

その他の固定資産の増減額（△は増加） △4,660

その他の流動負債の増減額（△は減少） 10,692

小計 △87,003

利息及び配当金の受取額 527

利息の支払額 △1,652

法人税等の支払額 △16,753

営業活動によるキャッシュ・フロー △104,882

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △1,500

有価証券の取得による支出 △226

無形固定資産の取得による支出 △11,855

その他 △592

投資活動によるキャッシュ・フロー △14,174

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 5,000

長期借入金の返済による支出 △4,248

その他 △156

財務活動によるキャッシュ・フロー 595

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △118,460

現金及び現金同等物の期首残高 1,057,563

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 939,102
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 

当第１四半期連結会計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日)

１　会計処理の原則及び手続の変更

(1) 「棚卸資産の評価に関する会計基準」(企業会計

基準委員会　平成18年７月５日　企業会計基準第９

号)を当第１四半期連結会計期間から適用し、評価

基準については、原価法から原価法(収益性の低下

による簿価切下げの方法)に変更しております。

当該変更による損益に与える影響はありません。

 

(2) 「リース取引に関する会計基準」(企業会計基準

委員会　平成５年６月17日　最終改正平成19年３月

30日　企業会計基準第13号)及び「リース取引に関

する会計基準の適用指針」(企業会計基準委員会　

平成６年１月18日　最終改正平成19年３月30日　企

業会計基準適用指針第16号)を当第１四半期連結会

計期間から早期に適用し、所有権移転外ファイナン

ス・リース取引については、通常の賃貸借に係る方

法に準じた会計処理から通常の売買取引に係る方

法に準じた会計処理に変更し、リース資産として計

上しております。

また、リース資産の減価償却の方法は、リース期

間を耐用年数とし、残存価額をゼロとして算定する

方法によっております。

なお、リース取引開始日が適用初年度前の所有権

移転外ファイナンス・リース取引については、通常

の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を引き

続き採用しております。

この結果、従来の方法によった場合に比べて、

リース資産が有形固定資産に4,843千円計上されて

おりますが、当該変更による損益に与える影響は軽

微です。
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【簡便な会計処理】

 

当第１四半期連結会計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日)

１　一般債権の貸倒見積高の算定方法

当第１四半期連結会計期間末の貸倒実績率が前連

結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと

認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率を使

用して貸倒見積高を算定しております。

 

２　棚卸資産の評価方法

当第１四半期連結会計期間末の棚卸高の算定に関

しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の実地

棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方

法によっております。また、棚卸資産の簿価切下げに

関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ

正味売却額を見積り、簿価切下げを行う方法によって

おります。

 

３　固定資産の減価償却費の算定方法

定率法を採用している資産については、連結会計年

度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方

法によっております。

 

４　繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連

結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の

発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連

結会計年度末において使用した将来の業績予測や

タックス・プランニングを利用する方法によってお

ります。

 

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

当第１四半期連結会計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

該当事項はありません。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

 

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額 47,874千円※１　有形固定資産の減価償却累計額 44,739千円

※２　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の

額

投資その他の資産 23,426千円

※２　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の

額

投資その他の資産 16,873千円

※３　のれん及び負ののれんの表示

のれん及び負ののれんは、相殺表示しておりま

す。

相殺前の金額は次のとおりであります。

のれん 3,388千円

負ののれん 7,779千円

差引 4,390千円

※３　のれん及び負ののれんの表示

のれん及び負ののれんは、相殺表示しておりま

す。

相殺前の金額は次のとおりであります。

のれん 3,705千円

負ののれん 8,334千円

差引 4,628千円

 

(四半期連結損益計算書関係)

 

当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日)

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、

次のとおりであります。

給与 478,594千円

従業員賞与 75,110千円

法定福利費 77,283千円

賃借料 99,667千円

貸倒引当金繰入額 6,094千円
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

 

当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 949,608千円

預入期間が３か月を超える定期預
金

△10,505千円

現金及び現金同等物 939,102千円
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(株主資本等関係)

当第１四半期連結会計(累計)期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 54,896

 

 

２　自己株式に関する事項

該当事項はありません。

 

 

３　新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

 

 

４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

該当事項はありません。

 

　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配

当の効力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(リース取引関係)

所有権移転外ファイナンス・リース取引についてリース取引開始日が平成20年３月31日以前の

ものについては、通常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理を行っておりますが、当四半期連結会

計期間における当該リース取引残高は前連結会計年度末に比べて著しい変動が認められないため、

記載しておりません。

 

(有価証券関係)

有価証券の四半期貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変

動がありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

　全セグメントの売上高の合計、営業利益の合計額に占めるメディア事業の割合が、いずれも90％を

超えるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。

 

【所在地別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

　全セグメントの売上高の合計に占める「本邦」の割合がいずれも90％を超えているため、所在地

別セグメント情報の記載を省略しております。

 

【海外売上高】

当第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

　海外売上高は、連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

 

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

  

 11,865.20円

  

 10,755.64円

(注)　１株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

純資産の部の合計額(千円) 662,930 603,482

普通株式に係る純資産額(千円) 651,352 590,441

差額の主な内訳(千円)   

　少数株主持分 11,577 13,040

普通株式の発行済株式総数(株) 54,896 54,896

普通株式の自己株式数(株) ― ―

１株当たり純資産額の算定に
用いられた普通株式の数(株)

54,896 54,896

 

２　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

 

当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日)

１株当たり四半期純利益 1,109.56円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ―

(注) １　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

(注) ２　１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

 

項目
当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 60,910

普通株式に係る四半期純利益(千円) 60,910

普通株主に帰属しない金額(千円) ―

普通株式の期中平均株式数(株) 54,896

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

 

平成20年８月14日

株式会社ぱど

取締役会　御中

あずさ監査法人

 

指定社員
業務執行社員

 公認会計士　　佐　　野　　　　　裕　　㊞

 

指定社員
業務執行社員

 公認会計士　　土　　肥　　　　　真　　㊞

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている

株式会社ぱどの平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期

間(平成20年４月１日から平成20年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸

借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを

行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期

レビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等

に対して実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国におい

て一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定さ

れた手続により行われた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般

に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ぱど及び連結子会社の平

成20年６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及び

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認

められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以　上

 

 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半

期報告書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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